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(1) 建　物　概　要

建 築 場 所

建 築 用 途

軒 　 　 高

工 事 名 称

建 築 面 積

外 壁 材 料

Ｘ方向

架構形式及び計算ルート(2)

Ｙ方向

積載荷重

室　名

(3)

地震荷重(4)

標準せん断力係数

設 計 用 一 次 固 有 周 期

地 盤 種 別

振 動 特 性 係 数

風 荷 重(5)

風圧力の低減・割増　

積雪荷重(6)

最 深 積 雪 量

単 位 重 量

垂直最深積雪量が

多雪地域の雪おろし

機 械 名

受 水 槽

キュービクルクーリングタワー

高 架 水 槽

特殊荷重(8)

(7) 土圧、水位及び凍上線

土 圧 係 数

設 計 地 下 水 位

凍 　 上 　 線

場所打ちコンクリートぐい

中ボルト

アンカーボルト

建築用ターンバックル

建築用ターンバックル胴

建築用ターンバックルボルト

エレベーター

塔 屋 　 　

地 下 　 　

地 上 　 　

㎡ 延 床 面 積 ㎡

Ｇ Ｌ ＋ ｍ 増 築 予 定

RC

RC

ALC

（ 押 え コ ン 無 ）

（ 押 え コ ン 有 ）

RC ALC

PC ス レ ー ト

ス レ ー ト

無

SRCRC S

SRCRC S

SRC S

SRCRC S

ラ－メン構造 トラス構造

ブレ－ス付き耐力壁付き

ラ－メン構造 トラス構造

ブレ－ス付き耐力壁付き

備　考地 震 用架 構 用小 梁 用

Rt=

Co=

Tc=

地 域 係 数

地 下 震 度

Z=

K=

T=

（ 　 　 ）有無

㎝を超した場合は雪おろしを行う事

無 有

階 階 荷 重荷 重 機 械 名

（ ）

K =0.5A AK =

GL-   m

GL-   m

ボーリング調査位置図(1)

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説

建築工事標準仕様書・同解説

〃

〃

〃

(1)

鉄骨工事技術指針

一般共通事項

鉄筋コンクリート工事

鉄 骨 工 事

地盤および基礎スラブ工事

特記仕様は□印のついたものを適用する。

砂利、割ぐり、捨てコンクリート地業(1)(1)

基 　 礎 　 下

基 礎 ス ラ ブ 下

捨てコンクリート 割　ぐ　り

土 間 コ ン ク リ ー ト 下

使 用 箇 所

長 　 期

(ton/ )本

形状．寸法．許容支持力

く い 先 端 深 さ

形 状 ・ 寸 法

㎜軸 径 拡 底 径( )

( )

( )

( )

( )

コンクリートの品質

所要スランプ

水セメント比の最大値

単位セメント量の最小値

設計基準強度

鉄筋の種類

種 　 　 類

主 　 　 筋

フ ー プ 筋

短 　 期

許 容 支 持 力
備 　 　 考

試 験(3)

載 荷 試 験

く い 打 ち 試 験

試 験 ぐ い

く い 載 荷 試 験

設置後の放置期間

最 大 荷 重

試 験 箇 所 数 　 　 　 　 箇 所 　

確 認 耐 力

日

平 板 載 荷 試 験

専用試験ぐい本設ぐい

要 否

註）上記の試験方法および報告書は土質工学会基準による事。

(1) コンクリートの種別

の 種 類

コンクリート

普 通 コ ン ク リ ー ト

設計基準

強度 Fc スランプ

所 要

コンクリートの材料

セメント 普通ポルトランドセメント

単位セメント水セメント比

量の最小値の 最 大 値

砂利・砕石混合 砂利粗骨材

混和材料 AE （ 標準形 遅延形 促進形 ）

砕石

使 用 箇 所

土間コンクリート

捨てコンクリート

防水押え
コンクリート

減水剤

流動化剤

鉄筋の種別及び継手工法(1)

使 用 箇 所 継 手 工 法

重 ね 継 手

ガ ス 圧 接

鉄 筋 径

（呼び名）
材 質

重 ね 継 手

ガ ス 圧 接

重 ね 継 手

ガ ス 圧 接

重 ね 継 手

ガ ス 圧 接

鉄筋は 規格品とする事。JIS G 3112

(2)

使 用 箇 所
（呼び名）

網 目 形 状

備 考
鉄 筋 径

溶接金網

(3)

ガス圧接工は、 による２種有資格者以上による事。

ガス圧接及び圧接工

(4) 鉄筋継手の試験

アーク溶接継手試験

ガス圧接継手試験

外観検査

破壊検査

非破壊検査

特 殊 継 手 試 験

(1) 鋼材の種別 JIS 

備 考種 類

規格品とする事。鋼材は全て

（）内記号は、従来の記号を示す。

材 質使 用 箇 所

による事。

(2) 高力ボルト接合

高力ボルト接合は、日本建築学会発行「高力ボルト接合設計施工指針 」

すべり係数は 以上とする事。

備 考

高力ボルト

特殊高力ボルト

（トルシア型）

形　　状
使用ボルト径

（呼び名）

機 械 的 性 質 に よ る 等 級

座　金ボルト ナット

頭付きスタッド

(3) その他の材料

図面および本特記仕様書に記載されていない事項は、下記の

図書による。

場所打ちコンクリート杭のコンクリートに関する施工指針・同解説

そ の 他

版

（ 増 し コ ン 有 ）

設計図書優先順位は次の通りとする。

設計図

1

2

.

.

質疑回答書

3 .

日本建築学会各工事標準仕様書及び施工指針.4

建設大臣官房官庁営繕部監修建築工事共通仕様書最新版

普 通

普 通

普 通

普 通

普 通

普 通

有

cm kg/m

階

階

階

RC

基 礎 梁 下

基 礎 小 梁 下

sec

砕   石

構 造 設 計 標 準 仕 様 書

sec

ベノトぐい

深礎ぐい

BH ぐい

拡底アースドリルぐい

リバースぐい

拡底リバースぐい

アースドリルぐい

JASS-1

JASS-4

JASS-6

JASS-5

(N/m2)

KN

㎡／

㎡／

N

N

階

自 家 発 電 機

空 調 室 外 機

冷 凍 室 外 機

試 験 箇 所 数 　 　 　 　 箇 所 　

アーク溶接

くいの継手

鋼ぐいの材質

SS400STK400

基礎形式(2)

独立基礎 べた基礎

直接基礎・許容地耐力

許容地耐力 長期

短期

支持層

基礎深さ

基礎の種類

くい基礎・許容支持力

くいの種類

（

（

既製ぐい

㎜

形 状 ・ 寸 法

長 　 期

)本
先 端 形 状

く い 径 く い 先 端 深 さ 箇 所 数

継 　 手

ジェット工法

圧入工法

工法の種類

形状．寸法．継手箇所数．許容支持力．先端形状

開 放 形

閉 鎖 形

開 放 形

閉 鎖 形

開 放 形

閉 鎖 形

開 放 形

閉 鎖 形

短 　 期

許 容 支 持 力

打ち込み工法 プレボーリング打ち込み工法

①

(KN /

セメントミルク工法

回転ねじ込み工法

中堀り工法

，ルート

，ルート

㎝

・㎝㎡／N

規格品とする事

（

規格品とする事

平座金 ）

）

FC=350

55

15 ㎝

FC=210 ㎏ / 2㎝

㎏/ 3ｍ

普通コンクリート

FC=

FC= ㎏ /

㎝

/ 2

3ｍ

㎏ ㎝

　ヨコピッチタテピッチ　×

（ ）

摩擦ぐい鋼管ぐい

第２種地盤，

①

丸鋼ブレース

(4) 鉄骨製作(4) 鉄骨製作

鉄骨加工業者は、 M グレード（全構連認定 以 上 H グレード）

による加工業者とする事。

鉄骨加工業者は、鉄骨製作に先立って「工場製作要領書」を提出し、

工事監理者の承認を得る事。

溶接(5)

溶接は、日本建築学会発行「溶接工作規準・同解説 による事。」・Ⅰ～Ⅸ

突き合わせ溶接部は原則として超音波探傷試験を行う事とし、 第三者検査

による受入れ検査とする。

％以上）とする。

検査方法

工場溶接部 による抜き取り検査JIS Z 9015

30（突き合わせ溶接部の

工事現場溶接部 全数検査

全数検査（工場自主検査)

検査基準は、日本建築学会発行「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準

・同解説」による。

① さび止め塗装をしない部分

(6) さび止め塗装

・ 現場溶接を行う箇所および隣接する両側それぞれ 100 ㎜以内、かつ超

音波探傷に支障をきたす範囲

・ 高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

・ コンクリートに埋め込まれる部分および接触する部分

・ 密閉となる内面

・

・

外周部の柱・梁を除いた耐火被覆材を接着する部分

②

1 種 B

素地調整

種2 （動力工具主体・手工具併用さび落し）（ブラスト処理）

③ さび止め塗装

④ 塗装回数

回1

回工場 2 工場 回 現場 1 回 ）1 ・回2 （

さび止め塗装は、日本建築学会発行「建築工事標準仕様書・同解説

塗装工事」による事。JASS 18

ロックウール

(7) 耐火被覆の材料

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得ること。(1)

設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。(2)

床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を(3)

５ｃｍ以上とする。

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。(1)

(2) 各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

(3)

速度圧

地盤からの高さ速度圧 q ㎡／ 速度圧 q ㎡／㎏N地盤からの高さ

2 3

屋根材料

50

100

100

50

50

100

150

150

100

100

150

PC ぐい

PHC ぐい

種

種

A

A

種

種

B

B

種）

種）

C

C

m

m

m

m

GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

GL-

m

m

m

m

% %

SD345

SD295A

KN

KN

15

15

15

18

18

18

18
15

65

65

65

65

270

270

270

270

270

270

%N/mm

SD295A

SD345

SD295A

SD345

SD295A

SD345

SD295A

SD345

D10～D16 

JIS Z 3881

100（検査率　　％）

（検査率　　％）

（検査率　　％）

SDP1T

STK400

STK490

SSC400

SS400

形鋼 鋼板

鋼板形鋼

形鋼

形鋼 鋼板

鋼板

鋼管

鋼管

角形鋼管

軽量形網

デッキプレート

S10T

F35F10

0.45μ＝

規格品とする事JIS B 1198

φ（　　 ）H=・

規格品とする事JIS G 3112

SNR400B

JIS A 5540.5541.5542

（

JIS B 1180.1181.1251.1256
4T

SS400

q 2

スラブ用

BCR295

STKR400

M16

D19～D25基礎柱・地中梁主筋

押 出 成 形 セ メ ン ト 版

地 上 　 　

腰壁
18
15 65

18
15 65

8 建　築　設　備

F8T

ガス圧接は、（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」による事。

50 （　引張試験　　　 曲げ試験）

（1ロットに対して30ヶ所）

短期組合せ

角形鋼管 間柱等

100

M16
M20
M22

M16
M20
M22

溶融亜鉛メッ
キ高力ボルト

・建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

□ 屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造
  耐力上主要な部分に、支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

□ 煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の
  場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90㎝以下とすること。

□ 煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリ
  ート造又は厚さが25㎝以上の無筋コンクリート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック
  造とすること。

※「給湯設備」：『建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当する
　ものを除いたもの』

□ 法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに
  類するものにあっては、建設省告示第1389 号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対
  して  構造耐力上安全なものとすること。

■ 建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがない
　ものとすること。

■ 建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び
  衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

■ 建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等
  有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

■ 管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又
  は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

■ 管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震そ
  の他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

■給湯設備※は、支持構造部及び緊結金物を腐食又は腐朽のおそれがないものとするほか、風圧、土圧及び
　水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

■給湯設備※は、満水時の質量が15 Kgを超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない
  構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造方法によること。

50

胴縁

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ、ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ

その他の角形鋼管

その他のプレート

梁

JIS K 5622

JIS K 5625 （シアナミド鉛さび止めペイント）

（鉛丹さび止めペイント） 種（ 1 種 ）2

1 種 種2（ ）

JIS K 5674 （鉛・クロームフリーび止めペイント）

JIS K 5674（鉛・クロームフリー錆止めペイント）

21

21スラブ・耐圧版

SN490C

柱

0.2

1.0

0.6

注）１　片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。

注）２　大ばりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として

        行わない。

注）３　支柱の盛りかえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。

注）５　支柱の盛りかえは、小ばりが終ってから、スラブを行う。

        一時に全部の支柱を取り払って、盛リかえをしてはならない。

注）６　上表以外のセメントを使用する場合は工事監理者の指示による。

注）４　盛りかえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。

（2）　型　枠

    材料　合板厚　12㎜を標準とする。

    型枠存置期間

    施工はJASS5による。

5.0Ｎ/cm2 設計基準強度の50％
85％ 100％

設計基準強度の

2

5

3

3

5

8

4

6

10

6

10

16

8

12

15

17

25

28

28

28

28

はり下スラブ下、はり下基礎、梁側、柱、壁

せ  き  板 支      柱

早強度ポルト  
ランドセメント

普通ポルト    
ランドセメント

早強度ポルト  
ランドセメント

普通ポルト    
ランドセメント

早強度ポルト  
ランドセメント

早強度ポルト  
ランドセメント

高炉セメント  
Ａ種          

高炉セメント  
Ａ種          

普通ポルト    
ランドセメント

高炉セメント  
Ａ種          

シリカセメント
Ａ種          

シリカセメント
Ａ種          

高炉セメント  
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2

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (1)
１．一般事項

６．柱

(5) 鉄筋 のあ き

(3) べた 基礎

ハンチを付けた場合（ａ≧　）

(1) 柱主 筋の 継手 (2) 柱主 筋の 定着

＠ ： 間 隔 　 ｒ ： 半 径 　 　 Ｃ ： 中 心 線 　 　 　 ： 部 材 間 の 内 法 距 離 　 ｈ ： 部 材 間 の 内 法 高 さ

ｄ ： 異 形 棒 鋼 の 呼 び 名 に 用 い た 数 値 　 丸 鋼 で は 径 　 　 Ｄ ： 部 材 の 成 　 　 Ｒ ： 直 径

　 ： あ ば ら 筋 　 　 　 　 　 ： 帯 筋 　 　 　 　 　 ： 補 助 帯 筋 　 　 φ ： 直 径 又 は 丸 鋼S.HOOPHOOPST

Ｌ 00

図

折 曲 げ 角 度

d 以上（※　　　以上）4d86d 以上（※　　　以上）4d

折 曲 け ゛ 角 度 ９ ０ ゜ は ス ラ ブ 筋 ・ 壁 筋
の 末 端 部 ま た は ス ラ ブ と 同 時 に 打 ち 込
む Ｔ 形 お よ び Ｌ 形 梁 の キ ャ ッ プ タ イ に

以 上

の み 用 い る 。

※ 片 持 ス ラ ブ 上 端 筋 の 先 端

鉄 筋 の 余 長 4d

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、

ＳＤ３４５のＤ１６以下は３ｄ以上、Ｄ１９以上は、４ｄ以上

180ﾟ 135ﾟ 90ﾟ

図
に よ る 呼 称

鉄 筋 の 使 用 箇 所
鉄 筋 の 種 類

あ ば ら 筋

ス パ イ ラ ル 筋

帯 　 　 筋

上 記 以 外 の 鉄 筋

鉄 筋 の 径 に よ る 鉄 筋 の 折 り 曲 げ

内 の り 寸 法(R)

SR295B. SD345

SR235. SD295A

SR295B. SD345

区 分

SR235. SD295A

以 上

以 上

以 上

4d

8d

6d

3d

以 上

D16

16 φ
以 下

D16

φ
以 下

D16

16 φ
以 下

19

28 φ

~

~

19 φ

D19~D25

D29~D38

φ32

φ25

SR235

SD345

SD295A

ク リ ー ト の 設 計

基 準 強 度 の 範 囲

定 着 の 長 さ普 通 、 軽 量 コ ン

下 ば 筋

ス ラ ブ

特 別 の 定 着 及 び

(L )

重 ね 継 手 の 長 さ

1

35d フ ッ ク つ き

45d ま た は

フ ッ ク つ き

40d
30d

ま た は

35d フ ッ ク つ き

フ ッ ク つ き45d

(L )2

ま た は35d

35d フ ッ ク つ き

フ ッ ク つ き45d

一 般

フ ッ ク つ き25d

フ ッ ク つ き

40d
30d

ま た は

小 　 梁

フ ッ ク つ き25d

ま た は

フ ッ ク つ き

15 ㎝ フ ッ ク つ き

10d か つ

15
25d

(L )3鉄 筋 の 種 類

SD295A
㎝ 以 上15d

１ ． 末 端 の フ ッ ク は 、 定 着 お よ び 重 ね 継 手 の 長 さ に 含 ま な い

２ ． 継 手 位 置 は 、 応 力 の 小 さ い 位 置 に 設 け る こ と を 原 則 と す る

３ ． 直 径 の 異 な る 鉄 筋 の 重 ね 継 手 長 さ は 、 細 い 方 の 鉄 筋 の 継 手 長 さ と す る

４ ． 　 以 上 の 異 形 鉄 筋 は 、 原 則 と し て 、 重 ね 継 手 と し て は な ら な いD29

５ ． 鉄 筋 径 の 差 が ７ ㎜ を 超 え る 場 合 は 、 圧 接 と し て は な ら な い

ガ ス 圧 接 の 形 状

圧 接 継 手 重 ね 継 手 （ 下 図 の い ず れ か と す る ）

が 部 分 的 に 減 少 す る 箇 所 に つ い て も

最 少 か ぶ り 厚 さ設 計 か ぶ り 厚 さ

（㎜）（㎜）
部 　 　 　 　 位

土 に 接 し な い 部 分

土 に 接 す る 部 分

屋 根 ス ラ ブ

床 ス ラ ブ

非 耐 力 壁

柱

は 　 り
屋 　 　 外

屋 　 　 内

耐 力 壁

擁 　 　 　 　 　 壁

柱 ・ は り ・ 床 ス ラ ブ ・ 耐 力 壁

基 　 礎 　 　 ・ 　 　 擁 　 壁

屋 　 　 内

屋 　 　 外

50

50

50

(3)

30 30(20)

40

40
(1)

40

40

30(20)

60
(4)

(4)

40 (30)

30

(2) (1)

ひ び わ れ 誘 発 目 地 部 な ど 鉄 筋 の か ぶ り 厚 さ

70

注 ）

(5) （ 　 ） 内 は 仕 上 げ が あ る 場 合 。

改 定 に よ り 標 準 か ぶ り 厚 さ は １ ０ ㎜ 増 し 。

最 少 か ぶ り 厚 さ を 確 保 す る 。

(1)

(2)

(3)

(4)

耐 久 性 上 有 効 な 仕 上 げ の あ る 場 合 、 工 事 監 理 者 の 承 認 を 受 け て

３ ０ ㎜ と す る こ と が で き る 。

耐 久 性 上 有 効 な 仕 上 げ の あ る 場 合 、 工 事 監 理 者 の 承 認 を 受 け て

４ ０ ㎜ と す る こ と が で き る 。

コ ン ク リ ー ト の 品 質 お よ び 施 工 方 法 に 応 じ 、 工 事 監 理 者 の 承 認

を 受 け て ４ ０ ㎜ と す る こ と が で き る 。

軽 量 コ ン ク リ ー ト の 場 合 は 、 １ ０ ㎜ 増 し の 値 と す る 。

ａ：丸鋼　ｂ：あばら筋　ｃ：煙突の鉄筋

ｄ：柱・梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｅ：単純梁の下端筋

ｆ：その他、本配筋標準に記載する箇所

異 形 鉄 筋

1.25 25

1.5d丸 鋼 で は 径 、 異 形 鉄 筋 で は 呼 び 名 に 用 い た 数 値 　 　 以 上

粗 骨 材 の 最 大 寸 法 の 　 　 倍 以 上 か つ 　 以 上 末端にはフックが必要

丸 　 鋼

柱

梁

図の　印の鉄筋の重ね継手の

CL

杭 　 径

補 強 筋

HOOP

6-D13 8-D13

500 φ 600 φ

基 礎 下 端

の場合は工事監理者の指示による＞φ

≦φ の場合但し

所 定 よ り 低 く 止 ま っ た 場 合所 定 の 位 置 に 止 ま っ た 場 合

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

CL

CL

1

※ ※

※
※

※

※

1W

1W

H

耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう
但し上筋と下筋を読みかえる。
①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

40 70
②の鉄筋は　　以上
埋戻し土のある場合は　を　とする

D13

1.

2.
3.
4.

配筋は同厚の壁リストにならう
の三角壁厚さは、　　以 上又は地中梁幅とし、200

は※印筋は不用とする≦ 500

※印筋は とするD10-@200

※ 一 般 の あ ば ら 筋 と 同 様 の も の を ２ 本 束 ね る

の 拡 大 図ｲ

※ 上 端 主 筋 の 定 着 は 、 や む を 得 な い

場 合 、 上 向 き と す る こ と が で き る

を 越 え る 場 合

※

※

※

内 端 部外 端 部

内 端 部外 端 部

ベ ー ス 下 の 施 工 を 慎 重 に す る る

D:1500

※

圧 接 継 手 重 ね 継 手

a=1. 5x （ 呼 び 名 の 数 値 ）

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

　　　主筋の位置をさける

注３．フックおよび継手の位置は、

継手の好ましい位置

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

　　　交互とする

2-D13

@1001. 5D注　　　　の範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又は ダ ブ ル 巻 きと し 　 　 以 下 と す る1.

2.

e D/6 e D/6

計応 力 に 対 し て 必 要 な 定 着 長 さ

が不 足 す る 箇 所 に 付 け る

鉄筋 の フ ッ ク は 柱 頭 の 四 隅 の 鉄

型

型

型

ｲ

と す る

巻 以 上末 端 部 の 添 巻 は
L 300 以 上か つは 中 間 部

は 片 面 溶 接

両 面 溶 接
10d
以 上

ﾛ ﾊ

5d

は 以 上 か つ 30 ㎝ 以 上 と す る

6d

1. 5

柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 柱幅と斜材幅が異る 柱脚で斜材となる

の鉄筋は　　　かつ、２本の一段太い鉄筋と す る注　　①
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フ ラ ッ ト バ ー

ス ペ ー サ ー

主 筋 の か ぶ り は

100 以 上 と す る
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d D
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基 礎 下 端

コ ン ク リ ー ト 止 め 板φ
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φ

３．杭

４．基　礎

５．地中梁

(1) 構造 図面 に記 載さ れた 事項 は、 本 標準 図に 優先 して 適用 する 。

(2) 記号

２．鉄筋加工、かぶり

鉄筋 末端 部の 折曲 げの 形状(1)

(2) 鉄筋 中間 部の 折曲 げの 形状 　鉄 筋の 折曲 げ角 度

(3) 鉄筋 の定 着お よび 重ね 継手 の長 さ

(6) 鉄筋 のフ ック （ａ～ｆに示す鉄筋の末端 部にはフックをつける。）

(1) ＰＣ 杭、 又は ＰＨ Ｃ杭 の全 てに 補強 を行 なう

(2) 現場 打ち コン クリ ート 杭

杭 頭 処 理

継　 手

(1) 直接 基礎

(4) かぶ り厚 さ （ 単 位 ： ㎜ ）

(2) 杭 基 礎
フ ッ ク 付 フ ッ ク 無 し

(4) 基礎 接合 の補 強

(1) 独立 基礎 、杭 基礎 の場 合 （定着、継手）

(2) 布基 礎、 べた 基礎 の場 合 （定着、継手）

(3) 小規 模鉄 骨造 の柱 脚固 定の 配筋

(4) 水平 ハン チの 場合 のあ ばら 筋加 工要 領 (5) せい の高 い梁 のあ ばら 筋

加工 要領 図

(3) 帯　 　筋

(4) 斜め 柱・ 斜め 梁

Ｈ型（タガ型） Ｗ型（溶接型） Ｓ型（スパイラル型）

(5) 絞り (6) 二段 筋の 保持

90ﾟ 以下

φ , φ φ450φ300 350 400

8-D13 8-D13 8-D13

D10-@100

（N／mm 2 ）

21  22  24

15  18

21  22  24

15  18

1. 1d

地 中 梁 の 主 筋 、 ス タ ッ ド
に よ る 、 お さ ま り に 注 意 す る

D以上

2-D13以上

埋
め
込
み
長
さ
h

地
中
梁

（注1　計算によらない場合である）

B. LP 下 端

Ｈ：主筋の25ｄかつ
　　2.5Ｄ以上又は

　　計算上必要な長さ

柱、梁の定着L2以上が確保されない
場合はかご鉄筋で補強、または特記
により増強する。

補強かご鉄筋

L1L2
以

下

柱頭補強かご鉄筋

10
0
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図
7. 大梁、小梁、片持梁

a

C

大 梁

b

正

面

平　 面

LC

連 続 端
最 終 端

※ 柱 幅 が 大 き く て 、 直 線 部 だ け で

　 以 上 又 は ° フ ッ ク 付 と す る
　 こ え て 中 間 折 曲 げ テ － ル 長

が と れ る 場 合 で も 柱 中 心 線 を

180

150
L 2

平 面

LC

し い 位 置

は 継 手 の 好 ま

印 は 幅 止 め 筋 つ り 上 げ 筋 は 、 一 般 の あ ば ら 筋 よ り 、 １ サ イ ズ 太 い

鉄 筋 か 、 又 は 、 同 サ イ ズ を ２ 本 巻 き と す る

SRC の 場 合

の フ ッ ク 先 曲 げ と す る 。 片 側 床 版 付 （ Ｌ 型 ） 梁 で b 、

両 側 床 版 付 （ Ｔ 型 ） 梁 で C 又 は と す る こ と が で き る 。

(ﾛ) フ ッ ク の 位 置 は

b

a に あ っ て は 交 互 、 b に あ っ て は ス ラ ブ 側 と す る 。

(ｲ) 原 則 と し て a

dCba e

段2

) 1 段

)

)@300 以 内

以 内 で 割 り 付 け る

不 要600＜D

≦ D ＜

≦ D

900

1200

600

)@1000

D≦ ＜

1200

900

幅 止 め 筋

腹 筋
φ2-D10(9

φ4-D10(9

φD10(9

φD10(9

幅止め筋

短 辺 ・ 長 辺 方 向

長 辺 方 向

短 辺 方 向
上 端 筋

下 端 筋

継 手 位 置 は 原 則 と し て 下 表 に よ る 。

標 準 継 手 位 置

A

B

B

C

C A C

※ 3-D13 又 は ス ラ ブ 主 筋 の 同 一

径 で =1,500 と し 、 上 端 筋 の 下 に 配 筋 す る

補 強 筋 は 各

※ の 個 所 （ 入 隅 ） は 各 階 補 強 す る

a

b

床 板 厚 さ 周 　 囲 斜 　 め

≦

≦

≦

各

各

各

各

各

D

150

200

300

2-D13

2-D13

1-D13

2-D13

2-D16各

D

＜

＜

D

D

150

200 2-D19

孔 と 孔 の へ り あ き

設 備 の 小 開 口 が 連 続 し て あ く 場 合注 ）
は 縦 、 横 、 斜 補 強 筋 と は 別 に 開 口

に よ っ て 切 ら れ る 鉄 筋 と 同 じ 鉄 筋
を 開 口 を さ け て 補 強 す る 。

100 以 上

a

b

設 計 配 筋 間 隔 の

無 筋 部 分

1/2

D10-@200 長 さ 800 以 上

ピ ッ チ 　 長 さ 12L 以 上

ダブ ル 配 筋シン グ ル 配 筋

d

ス ラ ブ に 上 端 筋 が な い 場 合

は 壁 配 筋 と 同 じ

ス ラ ブ に 上 端 筋 が あ る 場 合

D13 2-D13 2-D13D13

ｲ

ス リ ッ ト 部 の 鉄 筋 の 被 り 厚 さ は

か ぶ り 厚 さ の 表 、 最 少 か ぶ り(4)

厚 さ 以 上 と す る 。

柱

（ 但 し 、 以 上 の 場 合 、＞

設 計 図 に よ る ）
H 800

以内に壁、又は柱がある場合は除く3500

h

以下とする。但し直交方向 25t

200 ≦ h ≦400はコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、

継手部は必ずモルタルをてん充すること

かつho ≦ 25t注 ）

注 ）

注 ）

≦ ≦

増 打 す る と き は 事 前 に 設 計 者 、

及 び 工 事 監 理 者 と 打 合 せ の こ と

印 は 補 強 筋 ※ 柱 と 同 径 、 同 ピ ッ チ と す る 。

及 び ≦

ハ ッ チ 部 分 は 増 打 コ ン ク リ － ト を 示 す 。

補 強 タ テ 筋
ハ ッ チ 部 分 の 面 積 Ａ ㎡

1000 A ＜1500＜A 1000500＜500A

aa 200

3-D16 4-D16 6-D16

梁 端 部 （ ス パ ン

場 合 は 設 計 者 又 は 工 事 監 理 者 と 打 合

（ φ ＋ φ

せ の こ と 。

貫 通 孔 が 連 続 し て 間 隔 等 が 取 れ な い

1 2 ）ｘ 3/2 以 上/10 以 内 か つ 以 内 ） は 避 け る2D

と す る但 し φ ≦ D/3

400

150

折 筋

縦 筋

横 筋

上
下

縦筋

横 筋

縦 筋

折 筋折 筋

縦 筋

＜ φ ≦ ＜ φ ≦250＜ φ ≦

D13 D16

2-D13 3-D13

2-(2-D13)

ST 2-D13-100@

2-(2-D13)

ST 2-D13-100@

2-(2-D13)

4-(2-D13)

ST 2-D13-100@

2-(2-D13)

ST 2-D13

15010010080

を 超 え る 場 合 は梁 幅 が
補 強 筋 で は 又 は 、

は と 、 各 々
読 み か え る

孔 補 強 の 有 効 範 囲 と

※ 部 分 に つ い て 計 算 で

　 確 認 さ れ た 場 合 は 下

　 記 の 位 置 、 寸 法 に よ

　 ら な く て 良 い 。

定 着 長 さ の と り 方

リ ン グ 型 パ イ プ 型 金 網 型 プ レ － ト 型

（ 使 用 す る と き に は 、 設 計 者 又 は 工 事 監 理 者 と 打 合 せ の こ と ）

将 来 増 築 予 定 の コ ン ク リ － ト 増 打 ち 部 分 は 、

増 築 時 の 鉄 筋 継 手 工 法 を 考 慮 し て 措 置 す る

15d/40 つ り あ げ 筋

（ 梁 主 筋 を 折 り 曲 げ る と き ）

D

斜 め で も よ い
15d 15d

LC

L 2

下 向 き で も よ い
斜 め で も よ い

B

2/
B

2/
B 0

2 /30 L 115d

先 端 端 部

0

25d

L 1

あ ば ら 筋
を 入 れ る

片
持

梁
筋

折
り

下
げ

/40/20/40

0

第 一 あ ば ら 筋 は 柱 面 よ り 配 筋 す る

つ り 上 げ 筋

6d

6d

8d8d

6d

6d

4d

8d

6d

4d

18
0

°
曲

げ

4d

腹筋

D

4d

/4
X

肩 筋 D13 以 上
15d2L

以
上

10
d 150 以 上か つ10d

15d

D13

1L 1
L

周 囲 補 強 筋

斜 め 補 強 筋
1L

1
L

1L 2 L
1

D13

D13

L 1

D13

1
L

L 1

D13

D

L 1

2D

D
以

下

D

1L

D16

≦
H

≦
D

2D

H

2D

D10-@150
L 1

500500

D

以
下

D

D16

L 1

500

≦
H

≦
D

2D

H

500

L

2D

1

D16

D

D13

2D

折 曲 D10-@200

D10-@200

600

D13

D
D

50300

2-D16L 1

1200x600 以 下

L
1

20
0

2-D16
ダ ブ ルD13-200@

250

D10-150@

D13

D13

1000
D13

1000

ｲD10受 筋

D13

L 2

L
2

L 2 L 2

L 2

L
2

L
2

L 2 L 2

D

柱 に 定 着 は シ ン グ ル 配 筋 と す る

L 2

㎝か つ≦W W D/6 10

は 階 高 の
t

t 1/100 程 度

D13

H

10
0

以
下

120 以 上

2
L

D13

1
L

L 2

D10@200

D13

10
0

以
下

L
2

L
1

H

以 上150 D10@200

D10@150

2LL 2

ho

L
1

L
1

ho

L L2 2

L
1

L
1

D10@400

D10@600

D13

D13

t

2L L 2 2L L 2

D13

D10

D10@600

D10@400

D10@400

t

D13

D13

ダ ブ ル

ダ ブ ル

300 a

※

30
0

a

300 a

B

※

望 ま し い 範 囲

D/3

/40 /40

0

D

φ 1 φ 2

φ φ φ

L 2

L
2

※

25
0

以
上

以
上

25
0※

45ﾟ

L
2

φ D

2 2 φφ

50
≧

L
1

L 1≧

50

D13

D13

L
1

≧ L 1

50

D13

50
≧

L
1

50

L 1≧

10. 柱、梁増打コンクリ－ト補強

11. 梁貫通孔補強

12. 増築予定

(1) 定着

小梁 の 定 着

片持 梁 の 定 着

(2) 大梁 主筋 の継 手

(2) 屋根 スラ ブの 補強

(3) 片持 ちス ラブ 出隅 部補 強

(4) 床板 開口 部の 補強 （ 開 口 の 径 500 以 上 の 場 合 ）

壁と 壁 （ 平面 図 ）

(2) スリ ット 部

(3) 手摺 、パ ラペ ット

手 摺

(4) コン クリ －ト ブロ ック 帳壁

一般 の 場 合

(3) あば ら筋 、腹 筋、 幅止 めの 配置

(4) あば ら筋 の型

(5) 幅止 め筋 の本 数、 加工

(5)
端 部

床板 段差
端 部

中 央中 央

(1) 柱

(7) 釜場

(6) 土間 コン クリ －ト

軽作 業 の 土 間

間仕 切 壁 との 交 叉 部

(8) 打継 ぎ補 強 （ ダ メ 穴 打 継 面 に つ い て ）

（ 設 計 図 に 記 入 が あ る と き ）

パラ ペ ッ ト

(1) 設置 可能 範囲

(2) 鉄筋 標準 配筋

φ ＞ 250

下 部 防 水 立上 り の ある 場 合

(3) 既製 品

(1) 柱、 梁 (2) 地中 梁 (3) 床版 、壁

最 上 階

一 般 階

+5
d

2
L

20d

折 曲 げ 起 点 は 中 心 線 を こ え る
こ と を 原 則 と す る

L 2

0

+5dL 2

+5d
L 2

L 2

フ ッ ク 付

20d

/6025d

20d

/40

正 　 面

に 必 ず 入 れ る こ と 。

補 強 あ ば ら 筋 は 小 梁 主 筋 側

=45ﾟθ

G11

標 準 図(1) の に よ る 。2-(3)

鉄 筋 コ ン ク リ － ト 構 造 配 筋L=

a 梁 に b 柱に（平面図）
かつ柱中心線を超えるL 2

150 程 度

(2)
8. 床 板

9. 壁

(1) 定着
(2) 梁

b

a

C A C

A AB

床 にC （ 非 耐 力 壁 と ス ラ ブ が 取 り 合 う 場 合 ）

横 筋 の 配 置 は 上 下 端 と も

梁 、 又 は 床 面 に 一 段 目 を

配 置 す る 。

縦 筋 は 、 柱 面 に
一 本 目 を 配 置 す る 。

柱 幅
75~100

L 2 60

25d
バ － サ ポ － ト

X /4/4X

X

Y

X
/4

L
L

2
2

a

L
2
か

つ
中

心
線

を
超

え
る

L
2

L 2

程 度150

2
L

L 2

受 筋 D10

L 2

ｲ

柱 幅 が 大 きい 場 合
(1) 定着 およ び継 手

片持 床 ス ラ ブ

一般 床 ス ラ ブ

L

+5
d

2

2 L

LC

15
0

以
上 2L

※

L2+5d

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

※出隅受け部補強筋は、
それぞれの方向に出隅
補強筋として出隅部の
同本数をハッチ部分に
配置する。

注 L1≧L2とする。

出隅受け部

l1

l2

l1

l2

l1
/2

L1

L3

l1/2

L1

L3

(つ
な

ぎ
部

の
中

間
に

上
端

筋
は

D1
3、

下
端
筋

は
D1

0
を
設

け
る

)
L3

は
下

端
筋

の
定

着

梁の打増し補強配筋は図１２．２により、打増し幅が７０㎜以上、かつ、２００㎜

以下の場合に適用する。２００㎜を越える場合は、特記による。なお、小梁、耐力

壁及びスラブの鉄筋の定着長さは、打増し部分を除いて算定する。

ａ

Ｌ２

ｂｂ

Ｌ２

ａ

打増し部分

「下端の打増し」 「上端の打増し」

あばら筋と同径、

同材質、同間隔

ｂ≦３５０の場合

２－Ｄ１６

ｂ＞３５０の場合

３－Ｄ１６
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A1:NON

A3:NON

t

1

⑦

根巻の場合

以
上

100

①

6

6

④

θｔ

1

1

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①

①
※

④※

①

④※

①
※

①

①

①

①
①

①

A

①

④

A

④
④※

※

①

※

（使用 箇所 に注 意）

（平 継手 　Ｔ 形継 手）

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長
（単位㎜）

断面図A A 平面詳細

断面図A A

平面詳細

鉄 骨 構 造 標 準 図 (1)
１．一般事項 ２．溶接基準図

（１）材料及び検査

（２）工作一般

（３）高力ボルト接合

溶接接合（４）

（５）塗装

（４）フレアー溶接

（３）突合せ溶接

（２）部分溶け込み溶接

（１）スミ肉溶接

　ＢＯＸ型

G1 G2

（ａ）

（ｂ）

（ｃ）

構造設計仕様による

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが　㎜以下のものとする40

（ｃ）

（ａ）

（ｂ）鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

鉄骨製作及び施工に先立って を提出し工事監理者の承認を得る「鉄骨工事施工要領書」

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない（ａ）

溶接工は施工する溶接に適応する

溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

（手溶接）又は （半自動溶接）のJIS Z 3801 JIS Z 3841

（イ）交流アーク溶接機 （ニ）炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ロ） 溶接電流を測定する電流計（ホ）

（ハ）溶接棒乾燥器 （ヘ）

アークエヤーガウジング機（直流）

サプマージドアーク溶接機１式

300A ~ 500A

600A

アーク手溶接

ノンガスシールドアーク溶接

(GC)

(AAG)

(MC)

(NGC)

ガスシールドアーク溶接

アークエアーガウジング

溶接工（ａ）

溶接機器（ｂ）

（ｃ）溶接方法

溶接姿勢（ｄ）

仮付溶接工は、原則として本工事に従事する者が行う

（イ）仮付位置

下向　Ｆ 立向　Ｖ 横向　Ｈ 上向　Ｏ

仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（ｅ）

（ロ）

良 仮付不良仮付不良 良

突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

r

Ⅰ）

エンドタブを取り付ける

Ⅱ）エンドタブの材質は、母材と同質とする

エンドタブ

エンドタブの長さは、

母材より　㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

Ⅲ）

Ⅳ）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者又

は工事監理者の承認を得る

（イ）

10

NGC､GC:40

MC:35 ㎜以上

突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

（ロ） 裏あて金

（ハ）

材質は母材と同質材料とする

励行し、部材に確認マークをつける

（ニ） 裏はつり

（ホ）

スカーラップ　半径は　　　㎜とする

をいためない様に、養生を行なう

規準図の溶接において　　と記載のある部分は全て、溶接監理者の確認をAAG

30~35

現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、開先部

但し梁成がＤ　　㎜未満の場合の

スカーラップ

ｒ＝　～　㎜3530

スカーラップはｒ＝　㎜とする20
=150

（ｆ）溶接施工

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

㎜以上

かつ　以上

35

2t

t

㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、 エンドタブ

裏はつり側にする。

仮付溶接

開先面

SS t1

2t

S

D1 D1

60ﾟθ＝ θ＝60ﾟ
SS

Ｇ＝Ｏ

θ＝45ﾟ

f

f

≦　R 2 t

　両側に補強すみ肉溶接を付加する

～0 2Ｇ＝　　（裏はつり後裏溶接）

AAG

L

25㎜以上

f

≦　R 2 t

t

G

θ

　補強すみ肉溶接を付加する

θ＝45(゚55ﾟ)

≦　R 2

f

f

60ﾟθ＝

Ｇ＝　　～20

t
2t/3

t/3

　両側に補強すみ肉溶接を付加する

ＡＡＧ（ ）内は でＦＨの場合ＧＣ ．

f

≦　R 2

θ＝45ﾟ

Ｇ＝　　～20

　両側に補強すみ肉溶接を付加する

I f≦　≦　㎜の場合

（裏はつり後溶接）

4

tt

θ

t

S

B プレート

φ

⑤

⑥

④

③

②

①

t 16　≦　㎜

7 以下 ～ ～11 13 14 16tt ～8 10

6S 13129

　但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

　ｔは　、　の小なる方とするt1 t2

　余盛は（　＋　　）㎜以下とする1 0.1S

溶接姿勢 F.V

10t/ 4 S

　＞　㎜tt 16

≦　≦　㎜D 1 t/3≧

≦t t1

　両側に補強すみ肉溶接を付加するt1

F.V

t

溶接姿勢

10ft/ 4 ≦　≦　㎜

6 19t＜　＜　㎜

溶接姿勢

10ft/ 4

6

9

9

6

9

6

9

6

9

8

8

6

666

5

5

8

45

45

3535ﾟ

Lt1 θ LG t1G

t 16≦　＜　

t 126≦　＜　

　㎜t θ

45ﾟ

≦　t16

F.V

GC

12

≦　≦　㎜

MC NGC

35ﾟ

t 19　＞　

10ft/ 4

2

3

4

t＜　≦　124

t 19＜　≦　12

　≦　4t

のど厚　㎜t 余盛の高さ㎜

1

≦　≦　㎜

Ｔ形突合せ継手余盛

t

溶接姿勢

　≧　㎜t 19

F.V

溶接姿勢 F.V

t ＜　＜　㎜t 196

（裏はつり後溶接）

削り面

5
1

2t

a

～20Ｇ＝　　

平継手で板厚が異なるとき

＞　㎜の場合a 4

1

22

16

13

9 7

8

9

10

11

12

4.5

4

19

8

7

6

5

25

寸法（㎜）

B Sφ

　フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

　　㎜～　㎜は１パス以上、　㎜以上は２パス以上とする

　溶接棒角度θは　゜～　゜とする30 40

9 16 19

Ｋ形の場合

溶接記号番号を　中に記入のこと

AA

4

6

6

①

4

4

G3

G4

（通しダイヤフラムの場合）

内 ダ イ ヤ フ ラ ム

回し溶接する

スカーラップ部分は

ガス抜き
20φ＝

の角のＲに接しないこと

内ダイヤフラムの場合は柱

以
上

2
0

断面以上20

あたらぬこと

エンドタイプが互に

　以上かつ20

内ダイヤフラム

以
下

1
5
0

以
下

80

内ダイヤ フラム

回し溶接する

スカーラップ部分は

フランジが柱のＲに

接しないこと

ｔ＞柱フランジのプレート厚

゜ ゜75 105θ＝　～

大梁が斜めの場合

側板に注意のこと

は溶接と添板の内

柱が途中で折れる場合

及梁成が異なる場合

※全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）

型

Ｈ方式　Ｂ．

、、

鉄 骨 構 造 標 準 図 (1)
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エムシーエー建築設計株式
会社

一級建築士（大臣）登録第２０７８９３号 小　林　康　彦

一級建築士事務所（秋田県知事）登録第１９－１０Ａ－１０４０号

検　印 日　付

縮　尺

件　名

図面名

担当印

図　番

A1:NON

A3:NON

1

L
L

1

6

1

1

1

タテカベプレート

符 　 号 部 　 　 材
N1- 径 径N2-

ウ ェ ブフ ラ ン ジ

と す る 場 合 の 部 材 は 設 計 図 に よ る

L LP-(2) P-(3)

注 ） 端 部 を BH

LP-(1)

） ）

鉄 骨 構 造 標 準 図 (2)
継手規準図、その他3. G1 G5

G3

G4

G6

G7

G8

G9

G10

G11

G12

P((1) ボルトピッチ ) 、ボルト穴径・最小縁端距離

ピン接合梁継手リスト(2)

(3) 剛接合継手リスト

(4) ハンチ部の継手 フランジ及ウエブ厚の差のある場合

(5) 柱継手リスト

(6) 鉄筋ブレース (JIS 規格品とする･･･JISA5540~5542･･･1982)

(a) 羽子板ボルト

(b) 形鋼ブレース

羽子板ボルト 形鋼ブレース

（床鋼性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）(7) デッキプレート

梁との溶接およびコネクター

梁上通しの場合

受梁へのかかり寸法および端部処理

既製品面戸（鉄板） 折曲加工

梁上切断の場合 鉄板あて板（ あて板（非金属

補足受材スラブ端部の補足材

(11) その他

(10) 梁貫通補強

(9) 頭付きスタッド (JIS B1198)

ALC(8) 板取付要領

M16 17.0 40 28 22 30 40 60

M20

M22

M24

21.5

23.5

25.5

50

55

60

34

38

44

26

28

30

35

40

45

50

55

60

70

80

90

呼　び
穴　径

ボルト 最　小　縁　端　距　離

の標準(3)(2)(1) (2) (3)

(e)

標　準最　小

(P)ピッチ

㎜)(

引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以並ばない場合の応力方向の縁端距離

せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離(3)

(2)

［注］(1)

e eee
5

e
e
p
p

P-(2)L
1

ee5

1

N

e
p

e

LP-(1)

TYPE-2

G2

LP-(1)

（片側）
N

符　号 タイプ 部　　材 N- 径LP-(1) LP-(2)

TYPE-1

LP-(1)

P-(2)

N

P-(2)L

L

2（片側）

LP-(1)
N 1

5

ee ee

（片側）
LP-(3)

e
e
p
p

e eee pp
5 LP-(1)

P-(2)L

P-(3)L

リブプレート

ハンチ起点は避けた方がよい

1Ft

Ft 1

2Ft

2Ft

Wt 1 Wt 2

Ft 1- 2Ft
Wt 1 2Wt- ≧1㎜フィラプレート併用のことハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

B 2 B 2

B 1 B 1

BB 22

1

B 2

B

B 2

40 140 7070 (90)(90)15040

e
p

e
e
p
p
e

p
5

内
P
-
(
1
)

P
-
(
2
)

L
L

N1

外

e
e

e
5L

4
5

e
4
5 N1

外
内

P
-
(
1
)

P
-
(
2
)

L
L

e
e

5
e

e
p
p

p
p

L

N1

外
内

P
-
(
1
)

P
-
(
2
)

L
L

P-(2)L
P-(3)L

LP-(1) LP-(1)

P-(2)L P-(3)L

4

B ≦ ≦300B150 以上35

1

エ
レ

ク
シ

ョ
ン
ヒ
ー
ス

4

1

LP
-
(
1
)

L P
-
(
3
)

e
p

e
5

p
e

e

e
p

e
5

p
e

e

L

L

L

L P
-
(
2
)

P
-
(
3
)

P
-
(
1
)

N2 N2

以上35

e e ep pe

4
4

B1 ≦250 B1 =300 B1 =350(400)

タイプA

A タイプ 使用は
柱D=250 ㎜
以下とする

タイプCタイプB

注）

250

300

350

400

200

B1

175

150

B2

60

70

80

100

115

140

170

現場溶接は原則として超音波探傷試験を 100% を行う

N注） 2の は２列並びとするB=200~250

符　号 部　　材
N1- 径N2-径

ウェブフランジ

L LP-(2) P-(3)LP-(1)

注) e1､e2
(2)
(1) が確保されていれば形状は自由でよい

羽子板とカセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、一面せん断 （支圧）接合とする

長さ

d

S
7

e3
e1

R
e1 e

2

t

1
d

d

長さ

S

1
d

7
e3 P

R R

e1

2
e1e

t

1
LP-6

1

P-(1)L

1
5

N

FB-65x9 中ボルトM16

30ﾟ

@6
00

≒

16
アークスポット溶接

φ≒@200

水平ブレース

e e e
e ≧ ㎜35

e e e

50-400

e

1

50-200

L 形鋼
50

50-400

P-1.6L

e

50 30

LP-6x50

以下300

P-1.6L

50-400 50-400

LP-3.2

e
1

L-50x50x6@ ≦600

以下600

壁パネルALC

シーリング材

鉄筋 φ9 =1000

以上L-65x65x6

鉄骨梁

6ｱ

ALC 壁パネル

シーリング材

スライドハタ金物

6ｱ受け金物

鉄筋9φ =500

以上L-65x65x6

鉄骨梁

縦壁構法

鉄骨柱

フックボトル12 φ

ALC 壁パネル シーリング材

鉄骨柱

フックボトル12 φ

ALC 壁パネル シーリング材

カバープレートｱ 2.3

横壁構法

挿入筋構法 スライド構法

ボルト止め構法 カバープレート構法

D

形状

L

T

d

2φ

1

1

φ

1010

φ

1

1

D

1010

φ

1

1

1

リブプレート補強

パイプ補強（小径の場合）

プレート補強（片面又は両面） パイプとプレート補強（片面）

計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくて良い。

φ≦
梁端部（スパンの　／ 以内かつ 以内）は避ける。10 2D

0.4D

㎜ ㎜ ㎜ ㎜

㎜φ

㎜φ

㎜φ

㎜φ

13
13.0

12.7

16

19

22

16.0

15.8

19.0

19.0

22.0

22.2

22.0

25.4

29.0

31.7

32.0

31.7

35.0

34.9

10.0

10.0

 7.9

 7.9

10.0

 9.5

10.0

 9.5

50,80,100,130

80,100,130

80,100,130,150

100,130,150

軸径d 頭径D 頭高さT

スタッド材

溶接後の長さ L
呼び名

スタッド材の標準形状・寸法

径N-部　　材符　号 LP-(1)

S

許容差
R

+0.-0.5 ㎜

調整ねじの長さ

ねじの呼び (d)

切板製

平鋼製

e

t

(1) 2

e

t

2

はしあき e1(2)

最小）

ト穴心のあき
ボルト端から取付ボル

最小）（

（溶接長さ

(1)

M12 M14 M16 M18 M20 M22 M24

10.81 12.65 14.65 16.33 18.33 20.33 21.99

10.64 12.46 14.46 16.11 18.11 20.11 21.77

13 17 17 21.5 21.5 23.5 21.5

35 40 45 50 50 55 50

22 28 28 34 34 38 38

4.5 6 6 9 9 9 9

19 25 25 32.5 32.5 37.5 37.5

4.5 6 6 9 9 9 9

47 52 59 66 66 73 70

40 50 55 60 75 85 85

100 115 125 140 150 165 175

M12 M16 M20 M20M22

2111111

e

取付ボルト穴径

3

M16 M20

JIS B 1186

JIS B 1180 中

へりあき
）

へりあき

板厚

板厚

軸径 1d

最小）（

最小

最小

ねじの呼び

種　　　類

本　　　数

取付ボルト

(2)

最　　　小

最　　　大

）（

（

8g 10.9

(F10T) 又は２種高力ボルト

鉄 骨 構 造 標 準 図 (2)
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担当印

図　番

A1:NON

A3:NON

社会福祉法人水交会　まつくら改築工事　（A棟）

ハイベースNEO工法設計施工標準

一級建築士大臣登録第154698号   飛澤　則男

鉄　　　　筋 ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

部分モルタル

中 心 塗

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

　（NX２０００及びクイック３は使用不可。）

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

ベースプレート

裏当金

裏当金

Ｂ

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書

注意

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-３６１５-５４３２

関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１ 北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

！

イ
プ

タ
G

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

ハイベースNEO工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

ＳＮ４９０Ｂ
備　考

ベースプレート

JIS G3136

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

８．鉄骨建方

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定
着
長
さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

横浜 　ＴＥＬ　０４５-５４８-９８８１

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

※２ ※２

TMCP鋼

-

ＳＮ４９０相当

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

（２）ベースプレート下面のモルタル

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

１２本タイプ

アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）

M64

M72

M56 5.5

72 6

64

56

6

250 30

28

24

び
呼

じ
の

ね

M36

M48

M42

M30

ピ 長長

4.5

3.5

42

48 5

30

36 4

130

P

チ

φｄ

径 ッ

S

さ

22

18

16

13

a

※２

アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余

アンボンド

ボルト

モルタル上端

E

φｄ

ベースプレート

座金

ナット

70

79

62

1850

95

105

85

58

51

45

121

110

98

7412

66

58

12

9

125

115

105

tw

面
長 距

E

径

41

54

48

35800

L0

55

75

65

46

38

34

29

24

87

75

64

53

B

幅

H

さ

C

離

外

アンボンド

スリーブ

全

※2
a

S

二

ナット

高 対
角

50

43

9

9

37

31

6

6

92

78

66

56

φD1φd1

さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1

t2

L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
※2

Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ用アンカーボルト部品

1080

さ

840

L

定
着
長

155

130

※2a

※1

S

ボルト上端

０L

PL下端B

L

2t

)mm(

外内厚

座　金

径径さ

φd1 φD1

60

66

78

6

6

31

37

9 43

角
対高

ナット

二

S

a
※2

全

スリーブ
アンボンド

外

離

C

さ

H

幅

B

53

64

75

24

29

34

46

65

55

L0

35

48

41

径

E

距長
面

tw

エコナット

座金

ベースプレート

φｄ

E

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M42

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 上段はEB型式及びEM型式のアンカーボルト４本タイプ、下段はそれ以外のエコタイプの場合の寸法です。※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ孔径

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

エコナットの形状

Ho

Bo

Co D1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

d1

(#)：センクシアの担当範囲

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。

・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下 板厚40mm超

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計

※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

アンカーボルト

８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０ｂ
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

センクシア株式会社

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３
後　詰　め

モ ル タ ル

（３）基礎・基礎ばり

２
コンクリート

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

2018/7（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

４．アンカーボルト据付（#）

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルト設置例

設置

目標値

（形板芯にて検査）

後詰めモルタル

ＮＸ２０００、クイック３は使用不可。

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

６．基礎コンクリート打設

中心塗部分モルタル

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ２０００、又はクイック３
注入方法はヘッド圧工法による。

Ｄ

a

ベースプレート

７．中心塗り部分モルタル施工

a

１． 溶　接　材　料

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け（柱端部に開先を設ける）

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる
※開先形状は参考

※高強度柱材を用いる場合、JASS6等の指針に従い柱とハイベースの強度ランクの高い方に適した溶接材料を使用する。　

低水素系４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼用（JIS Z3211、旧JIS Z3212）相当以上
2

軟鋼及び４９０Ｎ/ｍｍ　級高張力鋼マグ溶接用ソリッドワイヤ（JIS Z3312）相当以上
2

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下
　　　 および H２５０以上の場合

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

（ロ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０００の場合

ベースプレートと座金とナットが密着
していることを確認。

AS－06

2023.1月



500 8-D16 D13@150 210500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 210500 16-D16 D13@150

横浜　ＴＥＬ　０４５-５４８-９８８１

中四国ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

九州　ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１北陸　ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０関東　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

中部　ＴＥＬ　０５２-５８２-３３５６

関西　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

本社　ＴＥＬ　０３-３６１５-５４３２

東北　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C

1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C 3

A

C
2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C 2

A
1C

t2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

ベースプレート形状

C 1

A

2C

H 2t

F

E

GタイプGタイプ

A
1C

F

t2

E

2t

C 1

A

エコタイプ

H

□450

□350

□400

□500

□150

□175

□200

□250

□300

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～25

9～28

4.5～12

4.5～12

6～12

6～16

6～19

EB150-4-24

EB175-4-24

EB250-8-30

EB500-12-42

EB200-4

EB300-8

EB350-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-36

-30

-36

-36

-30

-42

-42

-36

-36

-42

-36

-42

-42

-30

-36

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB350-8

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M30

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M36

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M42

8-M48

8-M48

8-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

4-M42

4-M48

12-M48

12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M42

8-M30

8-M36

8-M42

550

290

310

340

360

360

390

410

410

450

460

460

500

510

510

550

560

590

600

610

640

660

690

710

740

740

590

540

560

590

600

640

610

640

680

650

690

660

690

730

700

740

710

740

780

780

810

440

210

230

260

270

270

310

320

320

360

370

370

410

420

420

460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60

70

80

75

85

60

65

75

80

90

65

70

80

90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。
注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。

500 8-D16 D13@150 210500 16-D16 D13@150 500 8-D16 D13@150 210500 16-D16 D13@150

520

550

570

580

600

610

610

640

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

820

840

810

840

820

840

880

870

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

24-D25

16-D22

12-D19

8-D16

8-D16

8-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

24-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D29

16-D25

24-D25

28-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

500

520

550

570

580

600

610

610

640

660

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

890

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

20-D19

12-D19

16-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D16@100

210

200

300

350

200

300

350

470

280

350

440

610

250

490

590

730

510

610

490

590

630

470

570

730

420

520

570

640

810

550

710

420

510

550

710

810

540

700

630

410

500

540

700

780

790

1030

520

550

570

580

600

610

610

640

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

790

820

840

810

840

820

840

880

870

860

890

870

890

930

950

950

950

910

950

950

950

1000

1000

1050

8-D16

8-D16

8-D16

8-D19

12-D19

8-D19

8-D19

12-D19

12-D22

8-D19

12-D19

16-D22

16-D25

8-D19

16-D22

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D22

16-D25

20-D25

12-D22

12-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

12-D25

20-D25

20-D25

12-D25

12-D25

16-D25

20-D25

20-D29

16-D29

24-D29

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D13@100

500

520

550

570

580

600

610

610

640

660

700

720

710

750

770

790

750

790

740

770

800

800

820

840

810

840

820

850

890

870

890

860

890

870

890

940

950

950

1050

910

950

950

950

1000

1100

1500

16-D19

16-D16

16-D16

16-D16

16-D19

12-D19

20-D19

20-D22

16-D19

20-D19

20-D22

24-D25

16-D19

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

20-D22

24-D25

32-D25

20-D22

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

20-D19

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@100

D16@100

210

210

200

300

350

200

300

350

470

280

350

440

610

250

490

590

730

510

610

490

590

630

470

570

730

420

520

570

640

810

550

710

420

510

550

710

810

540

700

630

410

500

540

700

780

790

1030

EB350－8－36

GB500－8－42

注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬセンクシア株式会社

□550
9～40

9～28
EB550-12-42

EB550-8-42

GB550-12

GB550-4

GB550-8

-56

-48

-48

-48

-36

-42

-56

790

820

760

790

830

830

860

800

790

660

680

670

680

700

700

720

690

680

－

470

460

450

660

680

470

650

－

370

350

400

－

558

－

450

－

90

100

65

70

75

85

100

－

56

69

29

36

45

55

69

48

60

8-M36

8-M42

8-M48

4-M48
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